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愛媛県大洲警察署協議会会議録 

（令和４年度第２回） 

日 

時 

令和４年11月４日（金曜日）午前９時30分～午後０時00分 

出
席
者 

１ 警察署協議委員 会長以下８人 

２ 警察署 署長以下11人 

 
１ 交通鑑識係の装備品の視察 

午前９時 30分～午前９時 50分 駐車場 

愛媛県警察本部交通部交通鑑識係の装備品（３Ｄレーザースキャナ、交通安全

危険予測シミュレーター、仮想実体験型安全教育ＶＲ）の視察 

 

２ 会長挨拶要旨 

・ ７月 12日、菅田郵便局における強盗事件検挙に対する謝辞 

・ 交通死亡事故抑止対策に対する所感 

・ 特殊詐欺に対する各種取組に対する期待       など 

 
３ 署長挨拶要旨 

・ 菅田郵便局における強盗事件検挙について説明及び支援等への謝辞 

・ 交通死亡事故ゼロ 100日達成に向けた交通死亡抑止の取組 

・ 会議における委員の積極的な発言を依頼 
 
３ 業務推進結果報告（令和４年５月～９月） 各課長説明実施 

 

４ 業務推進計画（令和４年 10月～12月） 各課長説明実施 

 

５ 業務報告・計画に対する委員からの主な意見・要望 

意見 「大人も手を上げよう」運動による手上げを横断歩道で行うことで、横断

する人が遠くから確認でき、早めに停車動作に移ることができるため、交通

事故防止につながると思う。この運動は非常に良い取組なので、継続して推

進してほしい｡ 

答 引き続き、交通死亡事故抑止の取組の１つとして「大人も手を上げよう」運

動等を推進してまいります。 

 
意見 薄くなった停止線や横断歩道の引き直しを要望したところ、早期に対応し

てもらった。これら標示は見やすさが大事であり、横断歩道等の引き直しは

交通事故防止に効果的なので引き続き推進してほしい。 

答 標識・標示の補修は、補修申請から補修完了まで一定期間を要するもので、

現場確認の上で状況に応じて優先順位を付け補修申請を行っているので、気付

いた事があれば教えていただきたい。 
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意見 交通事故発生の危険性が高い交差点である大洲北ＩＣ交差点の矢印信号

の付加は非常に良いと感じた。引き続き、効果的な交通規制の推進をお願い

する。 

答 皆さんの意見・要望等を聞き、現地調査を行い交通状況に応じた効果的な交

通規制を推進してまいります。 

 
意見 運転免許証の自主返納促進は、公共交通機関等の整備状況から自主返納し

たくてもできない方もいる。これらの問題解決に向け、道路の交通安全を担

う警察として関係機関に継続的に働き掛けを行ってほしい。 

答 高齢者が安心して自主返納できるよう、継続して関係機関に働き掛けを行っ

てまいります。 

 

意見 水害被害の可能性が高い地域であることを踏まえ、災害に強い警察に向け

「防災士」資格取得促進について意見を出したところ、多くの署員が「防災

士」資格の取得を受けたと聞き、心強く感じている。 

答 今回、災害に強い警察に向けて大洲消防の協力を得て多くの署員が「防災士」

資格の認証を受けました。今後も、一人一人のスキルアップに努めてまいりま

す。 

 

意見 全日本剣道選手権大会での優勝、全国白バイ安全運転競技大会での優勝等

と愛媛県警察の職員による活躍を聞き、非常に頼もしく感じると共に、元気

をもらっている。引き続き愛媛県警察の活躍を期待しております。 

答 術科は強い警察、そして受傷事故防止の観点からも非常に重要であります。

当署にあっても積極的な訓練を推進してまいります。 

 
意見 新型コロナが蔓延する前に行っていた警察官の特殊詐欺の寸劇は高齢者

の方にも手口が分かりやすいと好評であったので劇団活動を再開してはど

うか。 

答 今後も新型コロナの感染状況に配意しながら、最善の方法で特殊詐欺の被害

防止広報を推進してまいります。 

 
６ 諮問・答申 

諮問 「高齢者を交通事故から防止する活動」について 

交通課長説明 
諮問の要旨 令和３年中、愛媛県内の交通事故死者数のうち高齢者の割合は

66.0％、大洲署管内では 83.3％であり、全国平均の 57.7％を大き

く上回っています。 

今年も、管内で発生した死亡事故２件は、いずれも高齢者が被害

者となっており、高齢者の交通事故を抑止する活動は喫緊の課題と

なっています。 

高齢者の交通事故を抑止するため、当署では、「歩行者シミュレー

ター等を活用した交通安全教室」等に取り組んでおります。今回は、

この「高齢者を交通事故から防止する活動」について諮問します。 
 
答申 高齢者対象の交通安全教室等や認知症の方への対策も大事であるが、ド

ライバー対象の交通安全教室等において、高齢者や認知症の方の行動を踏

まえた交通事故防止教養を推進していただきたい。 
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７ その他 

(1) 配布資料 

「日本の警察（警察庁作成）」 

「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」に関するチラシ など 
  


